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左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今

年
の
火
災
発
生
状
況
を
昨
年
と
比

べ
た
も
の
で
す
。
京
都
市
、
伏
見

区
と
も
、
火
災
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
火
災
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す

★
伏
見
区
に
お
け
る
火
災
事
例

①
自
室
で
た
ば
こ
を
吸
い
な
が
ら

う
た
た
寝
を
し
た
た
め
、
た
ば
こ

の
火
が
畳
の
上
に
落
ち
、
付
近
の

紙
が
燃
え
出
し
火
災
に
な
っ
た
。

②
居
間
で
突
然
照
明
が
消
え
た
た

め
隣
の
部
屋
を
見
に
行
く
と
、
電

気
ス
ト
ー
ブ
の
裏
側
コ
ー
ド
付
近

か
ら
火
が
出
て
火
災
に
な
っ
た
。

③
田
ん
ぼ
内
で
ワ
ラ
を
燃
や
し
て

い
る
途
中
に
、
そ
の
場
を
離
れ
た

た
め
火
が
雑
草
に
広
が
っ
て
、
近

く
の
倉
庫
に
燃
え
移
っ
た
。

★
火
災
を
出
さ
な
い
た
め
の
確
認

事
項

・
た
ば
こ
を
吸
う
前
に
、
灰
皿
が

あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

・
灰
皿
の
吸
殻
を

ゴ
ミ
箱
等
に
捨
て

る
前
に
、
確
実
に

消
え
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

・

電

気

器

具

や

コ
ー
ド
が
異
常
に

熱
く
な
っ
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

・
調
理
後
、
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し

た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
周
り
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
燃

え
や
す
い
物
が
無
い
こ
と
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
9
月
21
日（
水
）〜
30
日（
金
）

ス
ロ
ー
ガ
ン
京
の
秋
　
心
の
ゆ
と
り
が

事
故
防
止

＊
9
月
30
日（
金
）は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」

　
伏
見
区
深
草
地
域
は
古
く
か
ら

た
け
の
こ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
深
草
の
た
け
の
こ
畑

を
再
生
し
、
一
緒
に
守
っ
て
い
た

だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま

す
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間
10
月
12
日
（
水
）
〜
平
成
24
年

9
月
30
日（
日
）（
作
業
は
平
日
）

（
10
月
12
日
（
水
）
14
時
か
ら
東
部

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
受
講
者

説
明
会
を
開
催
）

内
容
た
け
の
こ
畑
の
管
理
作
業
等

（
収
穫
作
業
の
み
の
参
加
は
不
可
）

申
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
東
部
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
〒
612
・
0
8
7
3
京

都
市
伏
見
区
深
草
瓦
町
61
）
ま

で
。
9
月
30
日（
金
）必
着
。

費
用
1
人
年
間
3
千
円
（
別
途
、

追
加
料
金
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

定
員
20
名（
抽
選
）

問
合
せ

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
641
・

4
3
4
0
、
FAX 

641
・
4
5
6
9
）

Ａ　
家
屋
を
新
築
さ
れ
た
場

合
、
翌
年
か
ら
固
定
資
産

税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
家
屋
調
査

は
、
個
々

の
家
屋
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
る
建
物
内
部
の
設
備
や

資
材
を
、
適
正
に
評
価
を
す
る
た

め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
に

お
伺
い
す
る
職
員
は
、
職
員
証
や

固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
票
を
携

行
し
て
い
ま
す
。
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
固
定
資
産
税
課
（
☎
611
・

1
6
9
3
）
課
税
課
（
◯深
☎
642
・

3
4
1
0
◯醍
☎
571
・
6
4
1
0
）

Ｑ
　

自
宅
を
新
築
（
新

築
家
屋
を
購
入
）

し
た
と
こ
ろ
、
区
役
所
・

支
所
か
ら
家
屋
調
査
を
さ

せ
て
ほ
し
い
と
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
何
の
た
め
の

調
査
で
し
ょ
う
か
。

税
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

│ 

家
屋
調
査
に
つ
い
て 

│

藤井　タミ　さん　（住　吉）
中井　ヨシイさん　（住　吉）
山﨑　昌子　さん　（板　橋）
出倉　初惠　さん　（板　橋）
井　武次　さん　（板　橋）
中井　はつ　さん　（板　橋）
𠮷水　雄彦　さん　（板　橋）
山口　杉枝　さん　（南　浜）
文珠　三千子さん　（南　浜）
小西　つた　さん　（竹　田）
森　　ノブ　さん　（桃　山）
小松　さつきさん　（桃　山）
合木　カヲルさん　（桃　山）
中江　百合子さん　（桃山東）
上野　志津　さん　（桃山東）
古山　好子　さん　（桃山東）
小椋　茂一　さん　（桃山南）
廣瀬　きぬゑさん　（桃山南）
堀内　花子　さん　（下鳥羽）
木村　幸　　さん　（納　所）
長宗　はる　さん　（向島南）
北川　つや子さん　（二ノ丸）
濵高　美貴子さん　（久　我）
五味　フサエさん　（羽束師）
引原　ヒサノさん　（淀　南）

田浦　ユキノさん　（淀　南）
柏島　数美　さん　（淀　南）
吉田　ヤヱ　さん　（稲　荷）
武田　伊佐　さん　（稲　荷）
井平　志女子さん　（砂　川）
坂井　ワサヲさん　（砂　川）
宮川　政子　さん　（深　草）
井本　やす　さん　（深　草）
上　キク　さん　（深　草）
新宅　以登子さん　（深　草）
西村　操　　さん　（深　草）
森島　生子　さん　（深　草）
尾山　竹滋　さん　（深　草）
竹田　むめのさん　（藤ノ森）
松尾　ミチヨさん　（藤ノ森）
平岡　かね　さん　（藤ノ森）
伊藤　チエ子さん　（藤ノ森）
松田　つゆ子さん　（藤　城）
竹中　惠光　さん　（北醍醐）
藤木　アキ　さん　（池　田）
松江　ハルヱさん　（春日野）
谷　　きぬ　さん　（春日野）
日野　たづ子さん　（春日野）

 他5名

明治44年4月1日～明治45年3月31日までに出生された方

8月22日現在、同意を得られた方のみ掲載　　（　）は学区

実施日（予備日） 学　区 開催会場
10/2（10/9） 稲　荷 稲荷小学校
10/2（10/9） 藤　森 藤ノ森小学校
10/2（10/10） 桃　山 桃山小学校
10/2（10/9） 下鳥羽 下鳥羽小学校

10/2（10/9） 横大路 横大路小学校
第2グラウンド

10/2（10/9） 醍　醐 醍醐中学校
10/9（10/10） 深　草 深草中学校
10/9（10/10） 二の丸北 二の丸北小学校
10/9（10/10） 小栗栖 小栗栖小学校
10/9（10/10） 池　田 池田小学校
10/9（10/16） 池田東 池田東小学校
10/9（10/10） 日　野 日野小学校
10/9（10/10） 醍醐西 醍醐西小学校

地域のために役立ちたいと考えて
いる方、ボランティアに関心があ
る方、伏見消防団では消防団員を
募集しています。
お問い合わせは伏見消防署庶務
係まで

「
文
化
の
交
流
東
日
本

応
縁
ま
つ
り
」
を
開
催

伏
見
区
民
文
化
祭
・

区
民
茶
会
を
開
催

「
深
草
う
ち
わ
技
術
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」始
動
!!

〜
節
電
の
夏
、
深
草
の
竹
か
ら
し
な
や
か
な
涼
風
を
〜

稲荷学区と深草学区北部を
管轄するまち美化事務所の
変更について

　
竹
の
産
地
深
草
は
、
近
世
「
深

草
う
ち
わ
」
の
名
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
伝
統
的
な

製
造
技
術
は
丸
亀
、
岐
阜
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
N
P
O
法
人
「
京
都
・
深
草
ふ

れ
あ
い
隊
竹
と
緑
」
は
老
舗
「
小

丸
屋
住
井
」
の
協
力
を
得
て
、

「
深
草
う
ち
わ
」
の
伝
統
技
術
を

受
け
継
ぐ
取
組
を
始
め
よ
う
と
、

7
月
7
日
、
8
日
に
香
川
県
丸
亀

市
か
ら
う
ち
わ
職
人
を
招
き
、
製

造
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
後
は
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
等
に
も
寄
与
で
き
る
よ
う
、
事

業
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　両地域のご

み収集は、10

月1日から、東

山まち美化事

務所から伏見

まち美化事務

所の担当に変わります。なお、

ごみ収集日の変更はありません。
問合せまち美化推進課（☎213-
4960）、伏見まち美化事務所（☎
601-7161）

　
社
会
人
の
皆
様
に
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
深
草
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
設
置
し
、
夜

間
開
放
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利

用
に
は
、
利
用
団
体
の
登
録
（
無

料
）
が
必
要
で
す
。

利
用
条
件

・
構
成
員
が
社
会
人
で
各
学
区
体

育
振
興
会
の
推
薦
を
得
た
団
体
で

あ
る
こ
と

・
種
目
は
原
則
と
し
て
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
（
野
球
は
不
可
）
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
サ
ッ
カ
ー
等

利
用
時
間
19
時
〜
21
時
（
準
備
・

後
片
付
け
含
む
）

※
中
学
校
行
事
と
重
な
る
場
合
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
料
1
団
体
1
回
1
千
円

利
用
登
録
・
問
合
せ
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
◯伏
611
・
1
1
4
4
◯深
642
・

3
2
0
3
◯醍
571
・
6
1
3
5
）

　
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
活

動
す
る
「
エ
コ
メ
イ
ト
」
の
養
成

講
座
が
10
月
23
日
（
日
）
か
ら
始

ま
り
ま
す
が
、
そ
の
活
動
に
つ
い

て
の
事
前
説
明
会
（
1
時
間
）
を

開
催
し
ま
す
。「
エ
コ
メ
イ
ト
」

と
は
、
来
館
者
へ
の
案
内
や
環
境

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
実
施
を
通
じ
て
、
環
境
に

　
国
民
文
化
祭
京
都
2
0
1
1
ま

ゆ
ま
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
府
民
企
画
事

業
で
す
。

日
時
9
月
23
日
（
金
・
祝
）、
11
時

〜
17
時

会
場
藤
森
神
社

内
容
ス
テ
ー
ジ
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

模
擬
店
、
福
島
・
伏
見
特
産
物
の

即
売
等

問
合
せ
日
野
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
「
ド
ル
フ
ィ
ン
」（
☎

090
・
4
4
9
6
・
1
3
5
9
）

配
慮
し
た
暮
ら
し
を
広
め
る
活
動

を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
任

期
は
最
長
3
年
間
で
、
18
歳
以
上

の
幅
広
い
世
代
の
方
々

が
活
躍
し

て
い
ま
す
。

日
時
①
9
月
10
日
（
土
）
11
時
〜
12

時
／
14
時
〜
15
時
②
9
月
16
日

（
金
）14
時
〜
15
時
／
17
時
〜
18
時

／
19
時
30
分
〜
20
時
30
分
③
10
月

2
日（
日
）14
時
〜
15
時
④
10
月
14

日（
金
）19
時
30
分
〜
20
時
30
分
⑤

10
月
16
日（
日
）11
時
〜
12
時
／
14

時
〜
15
時

会
場
①
③
⑤
同
セ
ン
タ
ー
②
キ
ャ

ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
④
ウ
ィ
ン
グ

ス
京
都

申
込
締
切
10
月
19
日（
水
）

申
込
方
法
名
前
・
電
話
番
号
・
参

加
希
望
日
時
を
各
開
催
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
に
て
同
セ
ン
タ
ー
ま

で問
合
せ
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
641
・
0

9
1
1
、
FAX 

641
・
0
9
1
2
、
HP 

http://www.miyako-eco.

jp/

）

「
エ
コ
メ
イ
ト
」募
集
の

た
め
の
事
前
説
明
会
開
催

平成23年度伏見区学区体育祭一覧表
（10月中開催分）

開
催
日
10
月
29
日
（
土
）
、
10
月
30

日
（
日
）
会
場
御
香
宮
神
社
内
容
邦

楽
・
狂
言
・
謡
曲
等
の
古
典
芸
能

の
発
表
や
お
茶
会
、
絵
画
・
写
真

作
品
展
等

俳
句
会
、
短
歌
会
の
参
加
者

募
集
！

日
時
・
会
場
俳
句
会
＝
10
月
29
日

（
土
）
10
時
〜 

桃
山
キ
リ
ス
ト
教

会
信
徒
会
館
オ
リ
ー
ブ
館
（
御
香

宮
神
社
西
隣
）
、
短
歌
会
＝
11
月

5
日
（
土
）
13
時
30
分
〜 

深
草
総

合
庁
舎
4
階
会
議
室

※
短
歌
会
の
み
、
日
時
と
会
場
が

異
な
る
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

講
師
金
久
美
智
子
氏
（
俳
句
会
）
、

岩
田
晋
次
氏
（
短
歌
会
）

参
加
資
格
当
日
参
加
で
き
る
区
内

に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
の
方

応
募
方
法
俳
句
3
句
又
は
短
歌
3

首
（
い
ず
れ
も
未
発
表
作
品
で
、

ル
ビ
を
振
る
こ
と
）
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
区

役
所
・
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
（
9
月
30
日

（
金
）
必
着
）

絵
画
・
写
真
作
品
募
集
中
！

　
絵
画
・
写
真
作
品
展
の
作
品
も

引
き
続
き
、
9
月
30
日
（
金
）
ま

で
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
◯伏

☎
611
・
1
1
4
4
◯深
☎
642
・
3
2

0
3
◯醍
☎
571
・
6
1
3
5
）

＊雨天時等、当日の開催の可否のお問い

合わせは各地域体育振興会へ

　
こ
の
寺
は
織
田
信
長
公
が
深
く

帰
依
し
た
貞
安
上
人
に
よ
っ
て
天

正
15
年
（
1
5
8
7
）
に
開
創
さ

れ
ま
し
た
。

　
地
蔵
堂
に

ま
つ

ら
れ
た
「
身
代
わ

り
釡
敷
地
蔵
尊
」
は
、
地
獄
で
釡

茹
で
の
責
め
に
苦
し
ん
で
い
る
人

の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
、
自
ら
煮

え
た
ぎ
っ
た
釡
の
中
に
入
り
、
地

獄
と
此
の
世
で
苦
し
む
人
の
苦
を

取
り
除
き
、
幸
せ
へ
と
導
い
て
く

だ
さ
る
お
地
蔵
さ
ま
で
す
。「
か

ま
し
き
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸

時
代
よ
り
信
仰
を
集
め
て
い
ま

す
。
戦
後
数
十
年
ぶ
り
に
復
活
す

る
平
成
24
年
4
月
8
日
（
日
）
の

釡
敷
地
蔵
尊
供
養
会
で
は
、
約

二
百
年
前
の
古
い
版
木
か
ら
摺
っ

た
御
影
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
最
近
、
境
内
に
十
数
種
類
約
百

株
の
萩
が
植
え
ら
れ
、
9
月
に
は

赤
紫
・
白
・
ピ
ン
ク
の
萩
が
庭
一

面
に
咲
き
こ
ぼ
れ
、
庭
の
景
色
を

一
変
し
て
華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

道
行
く
人
に
も
自
由
に
萩
の
花
を

見
て
頂
く
た
め
に
、
見
頃
に
は
萩

を
振
る
舞
う
「
萩
振
る
舞
い
」
と

し
て
門
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

【
年
中
行
事
】
3
月
：
彼
岸
会
法

要
、
4
月
8
日
：
釡
敷
地
蔵
尊
供

養
会
、
8
月
：
盆
施
餓
鬼
法
要
、

9
月
：
萩
振
る
舞
い
、
10
月
：
十

夜
会
法
要

　「
ふ
し
み
昔
紀
行
」
は
伏
見
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ご
協
力
で

掲
載
し
て
い
ま
す
。
同
会
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局

（
☎
603
・
1
2
8
3
）
ま
で
。

74

勝
念
寺（
か
ま
し
き
さ
ん
）

地
蔵
堂

境内に咲きこぼれる萩
《男子優勝》日野チーム

《女子優勝》羽束師チーム

醍
醐
西
e
〜
n
a
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
市
長
に
カ

ブ
ト
ム
シ
と
野
菜
を
進
呈
！

　
8
月
2
日
、
ご
み
減
量
に
取
り

組
む
醍
醐
西
小
学
校
の
児
童
を
は

じ
め
と
す
る
「
醍
醐
西
e

〜

n
a
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
※
）
メ

ン
バ
ー
と
醍
醐
地
域
役
員
が
、
今

年
2
月
に
同
小
学
校
で
開
催
さ
れ

た
「
お
む
す
び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

の
場
で
、
市
長
が
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
応
援
を
表
明
さ
れ
た
こ
と

に
対
す
る
お
礼
と
し
て
、
市
長
を

表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訪
問
の
中
で
、
4
年
生
の

大
河
内
千
紘
さ
ん
と
河
野
友
梨
さ

ん
の
お
二
人
が
、
お
礼
の
言
葉
と

と
も
に
、
自
分
た
ち
が
取
組
の
中

で
飼
育
し
た
カ
ブ
ト
ム
シ
7
匹
と

育
て
た
野
菜
を
「
カ
ブ
ト
ム
シ
し

ん
ぶ
ん
」
と
と
も
に
進
呈
さ
れ
ま

　
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
た
だ

く
モ
デ
ル
地
区「
エ
コ
学
区
」
の
認

定
式
が
7
月
29
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
伏
見
区
か
ら
は
、

藤
城
学
区
、
下
鳥
羽
学
区
、
春
日

野
学
区
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
認

定
さ
れ
た
学
区
は
、
2
年
に
わ
た

り
省
エ
ネ
学
習
事
業
、
地
域
実
験

　
8
月
7
日
、
伏
見
区
誕
生
80
周

年
記
念
事
業
第
53
回
区
民
男
子
・

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
伏
見
港
公
園
総

合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
の
末
、
男

子
は
日
野
チ
ー
ム
が
、
女
子
は
羽

束
師
チ
ー
ム
が
大
会
を
制
し
ま
し

た
。

　
6
年
連
続
の
全
国
大
会
出
場
を

達
成
し
た
板
橋
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
の

選
手
の
皆
さ
ん
が
、
8
月
2
日
に

報
告
の
た
め
伏
見
区
役
所
を
訪
問

し
、
水
口
区
長
か
ら
激
励
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
8
月
21
日
に
東

京
で
開
催
さ
れ
た
第
21
回
全
日
本

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
全
国

大
会
で
は
、
岡
田
キ
ャ
プ
テ
ン
を

は
じ
め
選
手
一
人
ひ
と
り
が
団
結

の
気
持
ち
を
胸
に
健
闘
し
ま
し

た
。

し
た
。
市
長
か
ら
は
、「
街
路
樹

の
落
ち
葉
に
対
す
る
要
望
も
多
い

中
で
、
落
ち
葉
を
集
め
、
た
い
肥

と
し
て
活
用
す
る
こ
の
取
組
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
続
け
て
も
ら
い
た
い
。」

と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

（
※
）　
醍
醐
西
e

〜

n
a
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

　
醍
醐
西
小
学
校
に
お
い
て
、
地

域
の
方
や
小
学
校
、
京
都
市
が
力

を
あ
わ
せ
、
地
域
の
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
環
境
へ
の
意
識

を
よ
り
高
め
る
こ
と
を
狙
う
。

事
業
等
地
域
独
自
の
省
エ
ネ
の
取

組
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

【
男
子
】

優
　
勝
　
日
野

準
優
勝
　
久
我
の
杜

第
3
位
　
住
吉
、
納
所

【
女
子
】

優
　
勝
　
羽
束
師（
10
連
覇
）

準
優
勝
　
日
野

第
3
位
　
板
橋
、
久
我

＊
女
子
の
羽
束
師
チ
ー
ム
は
、
11

月
20
日（
日
）開
催
の
京
都
市
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
大
会
に
伏
見
区
代
表
と

し
て
出
場
し
、
5
年
連
続
8
度
目

の
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

エ
コ
学
区
認
定
！

伏
見
区
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催

板
橋
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
全
国

大
会
出
場
決
定

伏見区役所

京都教育大付属
桃山中学校

ハローワーク
伏見

京
町
通

伏見中学校

丹波橋

京
阪
本
線

近鉄丹波橋

伏見区役所

京都教育大付属
桃山中学校

勝念寺勝念寺

▲
NN

京
町
通

文

文

〒

〒

伏見中学校

丹波橋通丹波橋通

上坂橋通

丹波橋

京
阪
本
線

近鉄丹波橋
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◎

火災発生状況 H23（8月22日現在）
　
　

火災件数 死者
23年 22年 増減 23年 22年 増減

京都市 142 108 ＋34 10 7 ＋3
伏見区 33 27 ＋6 3 2 ＋1

たばこ
27％

その他
23％

コード
15％

たき火
9％放火（疑い含む）6％

暖房器具 6％
こんろ 6％

ガス・
油類引火 4％

火災原因種別 （伏見区H23（8月22日現在））

ローソク 4％

夏の文化財防火運動中
放水する藤ノ森分団員 ※イメージ

「深草うちわ」展示会を開催

深草中学校グラウンド

夜間利用団体
募集

深
草
ふ
れ
あ
い

 

農
業
体
験
教
室

受
講
者
新
規
募
集

　伏見区で今年度100歳を迎えられる皆さまです。区内で53名

おられます。市では敬老事業の一環として、長年にわたり社

会の発展に寄与されてきたことに感謝の意を表し、その長寿

をお祝いするため、祝状と記念品を贈呈します。皆様、どう

ぞこれからもお健やかに。

100歳  おめでとうございます

　深草うちわの製造工程、

7日、8日の活動の様子、竹

灯り等の展示を行います。

日時 9月20日（火）～9月30日

（金）8時30分～17時（土日

祝を除く）

会場 深草総合庁舎1階コ

ミュニティホール

問合せ深草支所まちづくり

推進課（☎642-3203）


